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抗 生 物 質 軟 膏 の 基 礎 的 研 究(第2報)

抗生物質軟膏の肉芽組織に及ぼす影響

倉 田 稔

信州大学医学部皮膚泌尿器科教室

(主任 谷奥喜平教授)

(昭和34年10月6日 受付)

緒 言

従来油脂,或 は新型軟膏ことに乳剤性軟膏に含まれる

乳化剤にも軽度乍ら,細 菌発育阻止作用があることは周

知の事であり,更 に之等に種々の殺菌剤を配伍して表在

性皮膚疾患,皮 膚創傷,或 は潰瘍の治療に使用されてき

た｡抗 生物質の発見以来 この軟膏に抗生物質を配伍 して

表在性皮膚疾患或は既に.細菌感染を起 している創傷,潰

瘍或は細菌感染を起す恐れのある創傷,潰 瘍に使用して

これら疾患の治癒をはかるとい う事は当然考えられ る事

柄である｡

創傷治癒の根本原理は異物,崩 壊組織片の除去,創 の縮

少,表 皮形成にあるが,何 れに しても組織欠損の補墳は

組織細胞の増殖に待たねぽならない｡抗 生物質軟膏はそ

の性質上潰蕩面に使用される事が多いから,そ の配伍 し

た抗生物質が肉芽組織に如何なる影響を与えるかとい う

事 も又重要事である｡

抗 生物質の肉芽担織に対する影響の報告は比較的多い

が(L透PINE,etal.,生 垣等,鈴 木 ・栗田,FUSILLO,et

al,中 沢 立石,HEILMAN,KEILOVA,大 石,RAUCHS,

MACHISELLOP.PRIGOTA・etWRIGHTL.T｡),こ れ

等は主 として家鶏胎児の組織培養を応用した実験成績で

あり,或 者は組織細胞の発育抑制を,或 者は促進を,又

或者,例 えば大石氏はス トレプ トマイシン,オ キシテト

ラサイクリン(テ ラマイシン)で は家鶏胎児の組織培養

を応用 した実験で低濃度の場合に樵発育を促進すると報

告している等,一 致 した見解が得られていない｡

戴 に於て,我 々は抗生物質としてはペニシリン(PC),

クロラムフェ"コ ール(CP),ク ロールテ5ラ サイクリ

ン(CTC),オ キ シテ トラサイク リン(OTC),テ トラサ

イクリン(TC),エ リスPtマ イシン(EM),Ptイ コマイ

シン(LM),バ シ トラシン(BTRC),コ リスチン(Coiis｡

tin),フ ラ ジオ マイ シ ン(FRM),グ ラ ミシ ジ ンJ

(GRMN-J),ジ ヒ ドPtス トレプトマイシン(DHSM)の

12種 をあげ,軟 膏基剤として 白色ワゼリン,親 水 ワゼ

リン,ソ ルベース,親 水軟膏,吸 水軟膏の5種 を選び,

夫 々抗生物質軟膏を作製 し,こ れが人工火傷創の肉芽組

織に魁 して如何なる影響を及ぼすかの検討を試み,一 定

の結論を得たから,藪 に報告する次第である｡

実 験 方 法

家兎脊面を勢毛 し次でエバクリームを使用 して脱毛し

24時 間後に面積70mm2,重 量4009の 円形電気銀を

予め測定しておいたノモグラに依 り,300｡Cに 熱 し,10

秒間 自重をかけて接着 し第3度 火傷を作る｡火 傷創は左

右対象性に作 り,一 側は被検用に他側は対照に充てた｡

軟膏は 「リン ト1に のばして火傷創に貼布 し,包 帯を

以て固定 し1日1回 交換 した｡被 検側には抗生物質軟膏

を,対 照側には対応する基剤のみを使用 した｡そ して交

換の都度パラフィン紙をあ て て 創縁を写 しとりplani-

meterを 以て,之 の面積を測定 して 治癒の傾向を観察

した｡1つ の実験には2.5kg前 後 の家兎3匹 を用いた｡

抗 生物質軟膏の濃度は

PC(10,000u/9),TC系(30mg/9),EM(5mg/9),

LM(5mg/g),BTRC(500u/g),FRM(5mglg),

Colistin(5mg小g),GRMN-」(5mg/g),CP(10mgt

g),DHSM(5mg/g)

で一般市販抗生物質軟膏の濃度に等 しくした｡

実 験 成 績

抗生剤12種,基 剤5種,計60群 の実験成績は次の

如 くである｡

1)CP軟 膏

PC軟 膏.即 ちソルベース,白 色ワゼ リン,親 水ワゼ

リン・親水軟膏,吸 水軟膏を基剤とせるものを,夫 々被

検側の創傷面に,対 照の創傷面には鮒応する基荊のみを

貼用した｡検 側及び鰐照側共に.受 傷翌日から創傷面積

の拡大が見られるが3日 ～7日 の間に最大とな り,そ れ

以後は漸次縮少治癒に向う｡

a)PCソ ルベース

購 轄 その醸 治細 数

症例・僑糊 魏18Mml湘

2{ 被 験 側 第7日77mm228日

対 照 側 第4日76mm227日

3{ 被 験 側 第6日83mm225ロ

対 照 側 第7日82mm2?∫ 日
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PCソ ルペースの場合翌 日より創傷面積の拡大は,3例

共に僅かに認められるが,受 傷時の面積 と大差なく,略

8日 目頃か ら縮少治癒に向い,1～4日 の差を以て,何

れも被験側が対照側に比 し治癒が遅れている｡

受傷後の創傷面の拡大を比較すると,被 験側が3例 共

に対照側より僅かに大きい｡

b)白 色 ワゼ リン

創傷面積 その面積 治癒日数
最 大 日
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第2例 は,第1例,第3例 に比 し創傷面積の拡大が少な

いが,第1第3例 共にa)の 場合に比し,創 傷面積の拡

大が大である｡第1例,第2例,第3例 共に被験側は対

照側に比し10日,12日,6日 の 差で何れ も治癒が遅

れている｡

受傷面積の拡大は第1例 は被験側が僅かに小さく,第

2例,第3例 は被験側が僅かに大きい｡

c)PC親 水 ワゼ リン

裂㌘ 警 その面積 治繍 数
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第2例 は24日 で,被 験側,対 照側共に同時に治癒 して

いるが,第1例,第3例 は7日,9日 の差で対照側に,比

し,被 験側の治癒が遅れている｡

3例 共に受傷後の面積の拡大は被験側が小さい｡

d)PC親 水軟膏
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何れも創傷面積の拡大が著明で,創 傷面は湿潤し,第1

例,第2例,第3例 共に7日,6日,6日 の差で被験側

が対照側に比 し治癒が遅れている｡

創 傷面積の拡大は2例 に於て実験側が対照側に比 し

小で,1例 が大である｡

e)PC吸 水 軟膏
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共に5日,6日,5日 の差で被験側が対照側に比 し治癒

が遅れている｡創 傷面積の拡大は実験側が対照側に比 し

2例 が大で,1例 が小である｡

2)CP軟 膏

a)CPソ ルベース
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3例 共 に創面積の拡大が見 られるが,創 面は乾燥 して居・

り,1日,2日,2日 の差で被験側が対照側よりも治癒

が遅れている｡

創傷面積の拡大は,2例 に於て被験側は実験側に比 し

僅かであるが大であ り,1例 が小である｡

b)CP白 色 ワゼ リン
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a)に 比 し創傷面積の拡大が著 しい｡3例 共に被験側が

対照側に対 し拡大が小である｡何 れ も3日 の差で被験側

が対照側に比 し治癒が遅れている｡

c)CP親 水 ワゼ リン

創傷面積 その面積 治癒 日数
最 大 日
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共に4日,2日,4日 の差で対照側に比 し,被 験側の治

癒が遅れている｡

尚創傷面積の拡大は1例 が実験側が大であ り,2例 が

対照に比 し小である｡
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d)CP親 水軟膏
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創 傷面積の拡大著明で湿潤す｡2例 は被験側は対照側に.

此 し拡大が大であ り,1例 は小である｡何 れ も6日,6

β,7日 の差で被験側が対照に比 し治癒が遅れている｡

e)CP吸 水軟膏
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例 が小である｡
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癒治が遅れている｡

b)OTC白 色 ワゼ リン
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　ら

　
り
　
り

　
　
　

第

第

第

第

第

第

その面積 治癒日数

107mm233日

118mm231日

95mm232日

120mm230日

95mm236日

113mm232日

3例 共に2日,2日,4日 の差で被験側が対照側に比 し

癒治が遅れている｡尚 創傷面積の拡大は被験側が3例 共

に対照側よりも小さい｡

c)OTC親 水 ワゼ リン

創傷面積 その面積 治癒日数
最 大 日

・狽

勧狽

験

照

被

対{ユ例症
側
側

側
側

験
照

験
照

被
対

被
対

{

{

2

3

第5日107mm233日

第5日118mm231日

第6日97mm232日

第5日120mm230日

第6日95mm236日

第5日110mm232日

何れも2日,2日,4日 の差で被験側が対照側に比 して

治癒が遅れている｡尚 創傷面積の拡大は3例 共に被験側

が対照側よりも小である｡

d)OTC親 水 軟膏

裂鱒 替 その醸 治癒緻

側
側
験
照
被
対{ユ例症
側
側

側
側

験
照

験
照

被
対

被
対

{

～量
1

2

3

第4日105mm232日

第4日115mm226日

第4日110mm236日
第5日116mm228日

第3日103mm232日

第4日118mm227日

3例 共 に6日,8月,5日 の差で被験側が対照・側よりも

治癒が遅れている｡尚 創傷面積の拡大は全例に於て被験

側が対照側よりも小さい｡

e)OTC吸 水軟膏

裂蓼 替 その醸 治癒日数
側
側
験
照
被
対{ユ例症
側
側

側
側

験
照

験
照

被
対

被
対

{

{

2

Q
り

日
日

日
日

6
5

5

5

第
第

第
第

日
日
6
6
第
第

117mm2
110mm2

125mm2
120mm2

122mm2
130mm2

32日

26日

33日

27日

35日

27日

何れも6日,5日,8日 の差で被験側が対照側よりも治

癒が遅れている｡創 傷面積の拡大は2例 に於て被験側が

対照側 より大であり,1例 は小である｡

5)TC軟 膏

a)TCソ ルペース

創傷面積 その面積 治癒日数
最 大 日

症例1僑糊 翻ll艦:1詣

2{ 被 験 側 第4日86mm226日

対 照 側 第5日90mm224日

3{ 被験側 第3日91mm227日
第4日92.5mm2対照側26日

共 に3日,2日,1日 の差で被験側が対照側に比 し治癒

が遅れている｡尚 創傷面積の拡大は3例 とも被験側が対

照側よりも小さい｡

b)TC白 色 ワゼ リン

創傷面積 その面積 治癒 日数
最 大 日

側
側
験
照
被
対{h伽症
棺
欝穣
附
棺
晒側

験

照

験

照

被

対

被

対

{

-
ー
く
ー
㍉

ウ
β

0
9

日

辮ロ

日

日

日

日

ヨ

　

ゑ　
　ヨ

ドリ
　

第

第

第

第

第

第

112mm232日

117mm228日

103.5mm230日

109mm226日

113mm236日

112.5mm229日

3例 共に4日,4日,7日 の差で被験側の治癒が遅れて=

いる｡尚 創傷面積の拡大は2例 に於て被験側が対照側よ.

りも小で,1例 は対照側が僅かに小さい｡

c)TC親 水 ワゼ リン

創傷面積 その面積 治癒日数
最 大 日

側
側
験
照
被
対{n症
側
側

側
側

験
照

験
照

被
対

被
対

{

■
匿
《
匡
曳

9
μ

Ω
り

臨　に共例3

日

日

日

日

日

日
　

ら

ら

バリ
　

　

　ら

第
第

第

第

第

第

112mm233日

126.5Mm227日

115㎜231日

127mm225日

104mm231日

112.5㎜226日

6日,5日 の差で被験側が対照側よりも、

治癒が遅れている｡尚 全例に於て被験側が対照側よりも.

創傷拡大が小さい｡

d)TC親 水軟膏

裂箏 替 その瀦 治癒日数

偵
偵
験
照
被
対{ユ例症
側
側

側
側

験
照

験
照

被
対

被
対

{

{

9
一

2

日

日

な

　

第

第

日

日

　

ヨ

第

第

日

日

　

ら

第

第

117mm241日

128,5mm230日

116mm237日

116mm228日

125mm236日

128、5Mm228日

3例 共 に11日,9日,8日 の差で被験側が対照側より・

も治癒が遅れている｡尚 創傷面積の拡大が著 しく2例 は.

被験側が対照側より小であ り,1例 に於ては差異がないc,

e)TC吸 水軟膏

創傷面積 その面積 治癒日数
最 大 日

側
側
験
照
被
対{ユ例症
側
側

側
側

験
照

験
照

被
対

被
対

{

ノ
餐
{
1
¥

2

3

日

日

ら

ワ
け

第

第

日
日
る
　

第
第

日

日

　

　

第

第

118mm2

120mm2

125mm2
135mm2

120mm2
130mm2

33日

27日

39日

32日

36日

27巳
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何れ も創傷面積の拡大著明であるが,3例 共に被験側が
"対照側よりも小さい

｡3例 共に5日,7日,9日 の差で

被験側が対照側 よりも治癒が遅れている｡

図1,2,3,4,5,6,7,8,9,10,11,12

13,14,15はTC系 抗生物質軟膏の実験成績を示した

ものである｡こ の図は 日々の創傷面積を縦軸の対数座標

上に,日 数を 横軸 にとつた半対数座標を 図示 したもの

で,実 線は抗生物質軟膏貼布側,点 線は軟膏基剤のみを

貼用 した,そ の対照側の熱傷面の治癒曲線を表わ したも

のである｡

6)EM軟 膏

a)EMソ ルベース

側
側
験
照
被
対{n例症
狽
個

偵
僧
一

験
照

験
照

被
対

被
対

ft

{

2

0
り

積
日
髄
大
創
最

日

日

ドリ
ヨ

第

第

日

日

ワ
れ
　

第

第

門ロ
門ロ

ら

ヨ

第

第

その面積 治癒日数

92mm227臼

82mm224日

75mm226日

77mm225日

76mm228日i

77mm226日

3例 共に3日,1日,2日 の差で被験側が対照側より孝

治癒が遅れている｡尚 創傷面積の拡大は第1例 の被験イ

に僅かに見 られるがその他は殆 どなく,2例 は被験側ゴ

対照側よりも小さく,1例 が大 きい｡

b)EM白 色 ワゼリン

症例・儲翻

2{ 被験側対照側

3{ 被験側対照側

積面のぞ
積
日攣創最

ぱ

お
m

m

m

m

17

23

1

「
∴

日

日

　

　
り

第

第

　

　
m

m

m

m

11

12

1

1
日

日

　

　
り

第

第

　

つの

m

m

m

m

5

05

99

1

門口
円
【

ヨ

ウ
の

第

第

治癒日数

32日

28日

31日

27日

34日

29日

3例 共にa)に 比 し創傷面積の拡大が著しいが,全 例に

於て被験側が対照側よりも小さい｡4日,4日,5日 の

差で被験側が対照側よりも治癒が遅れている｡

c)EM親 水 ワゼ リン

側
側
験
照
被
対{n伽症
側

側

偵

偵

験

照

験

照

被

対

被

対

!1
{t

ll
{ー曳

9
召

O
」

積
日
糎
大
創
最

日

日

日
日

日

日

3

・4

5
1

4

5

第

第

第

第

第

第

その面積 治癒日数

99mm2

105mm2

95mm2

100mm2

102mm2

120mm2

35日

30日

33日

28日

31日

28日

3詞 共に5日,5日,3日 の差で被験側が対照側よりも

治癒が遅れている｡尚 全例に於て創傷面積の拡大は被験

側 の方が小さい｡

d)EM親 水軟膏

側
側
験
照
被
対{弧伽症
側
側

側
側

験
照

験
照

被
対

被
対

{

{

2

3

裂蓼 替 その醸 治癒日数

第3日103Mm235日第
3日105mm231日

第5日113,5mm239日

第4日118mm232日

第3日103mm231日

第5日108mm228日

3例 共に4N,7日,3日 の差で被験側が対照側よりも

治癒が遅れている｡尚 創傷面積の拡大は3例 共に被験側

が対照側よりも小さい｡

e)EM吸 水軟膏

騨 警 その醸 治癒磁
偵
一偵
一

験

照

被

対{巨偵症
側
側

偵

偵

験

照

験

照

被
対

被

対

{

{

2

3

第4日100mm239日

第4日108mm228日

第5日116mm235日

第4日138mm229日

第4日96mm234日

第4日98.5mm228日

3例 共 に11日,6日,6日 の差で被験側が対照側より

治i癒が遅れている｡尚 創傷面積の拡大は全例に於て被験

側が対照側よりも小さい｡

7)LM軟 膏

a)LMソ ルベース

鰹 替 その面積 治癒畷

側
側
験
照
被
対{戯個症
側
側

側
側

験
照

験
照

被
対

被
対

{

{

2

99

臥ヨに共例3

第』4日80mm227日

第4日82、5mm224日

第5日91mm225日

第4日94mm223日

第4日79mm2261ヨ

第4日72mm222日

2日,4日 の差で被験側が対照側よりも

治癒が遅れている｡尚 創傷面積は2例 が被験側が対照側

よりも拡大が小さく,1例 が大きい｡

b)LM白 色 ワゼ リン

創傷面積 その面積 治癒 日数
最 大 日

側
側
験
照
被
対{11伽症
側
側

側
側

験
照

験
照

被
対

被
対

{

{

2

つ
9

日
【日

日

ロ
困

6

5

護4
5

第

第

第

第

R
門
日

ら

　
て

第

第

112mm2
123mm2

102.5mm2

123,5mm2

111mm2

123mm2

31日

27日

35日

29日

33日
28日

3例 共に創傷面積拡大がa)に 比し大であるが3例 共被

験側が対照側に比 し小さい｡4日,6日,5日 の差で被

験側が対照側よりも治癒が遅れている｡

c)LM親 水 ワゼリン

創傷面積 その面積 治癒日数

最 大 日

症例1{灘 翻101お1離1§ 昌

笹
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2{ 被 験 側 第6日113Mm237日

対 照 側 第4日140mmZ30日

3{ 被験側 第4日108τnm235日
対照側 第3日106.5mm230日

何れも5日,7日,5日 の差で被験側が附照側よりりも

治癒が遅れている｡尚 創傷面積の拡大も3例 共に被験側

の方が対照側 よりも小さい｡

d)LM親 水軟膏

裂㌘ 警 その醸 治繍 数

側
側
験
照
被
対
{ユ例症

側

側

側
側

験

照

験
照

被

対

被
対

ゴ
ーt

～雪
気

り
臼

Ω
り

島4比6もれ何

第4日115Mm236日

第4日120mm230日

第4日113mm235日

第4日133mm231日

第4日104.5mm233日第
4筆ヨ115mm229日

4日 の差で被験側が対照側よりも治

癒が遅れている｡尚 創傷面積の拡大も大であるが3例 共

に被験側が対照側よりも小さい｡

e)LM吸 水軟膏

裂蓼 替 その酪 治繍 数

症例・{

2{

3{

側
側
験
照
被
対

側
側
験
照
被
対

翻

島

被
対

7

第5日123㎜240日

第5日130mm231日

第4日i107mm237日

第5日113mm230日

第4日113Mm238日

第3日120.5mm232日

共}こ9日,6日 の差で被験側が対照側に比 し治癒

が遅れている｡尚 創傷面積の拡大は3例 共に被験側の方

が対照側よりも小さい｡

8)Colistin軟 膏

a)Colistinソ ルベース

襲 囎 その酪 治癒磁
側
側
験
照
被
対{ユ例症
側
側

側
側

験
照

験
照

被
対

被
対

～
」
-
t

{

2

3

第4日85mm223日

第2日83｡5mm223日

第5日88mm225日

第5日91.5Mm223日

第2日81.5mm225日

第3日87Mm221日

第1例 は同日に,第3例,第3例 は被験側が対照側より

も2日,4日 の差で治癒が遅れている｡尚 創傷面積の拡

大は1例 に於て被験側が大であるが2例 は小さい｡

b)Colistin白 色 ワゼ リン

裂蓼 替 その酪 治繍 数

側
側

側
側

側
側

験
照

験
照

験
照

被
対

被
対

被
対

{

{

{

1

2

nδ

例症 日
』日

日

日

日

日

4

5

4
の5

3

4

第

第

第

第

第

第

112mm2
132mm2

103mm2
135mm2

94mm2

103.5rrrm2

33日

28日

33日

29日

32日

28日

3例 共に5日,4日,4日 の差で被験側が対照側 よりも

治癒が遅れている｡尚 創傷面積の拡大は全例に於て被験

側の方が小さい｡

c)Colistin親 水 ワぜ リン

懲 曙 その醸 治細 数
側
側
験
照
被
対{ユ例症
側
側

側
側

験
照

験
照

被
対

被
対

{

{

ウ
臼

n6

第5日122mm233日

第3目115mm229H・

第.4日124Mm236日

第3日135mm231日

i第4日116mm235日

鋤 日123.5㎜230日

3例 共 に4日,5日,5日 の差で被験側が対照側に比し

て治癒が遅れている｡尚 創傷面積の拡大は1例 が被撃側

が大であり,2例 が対照側 よりも小さい｡

d)Colistin親 水軟膏

鱒 曙 その醸 治網 数
側
側
験
照
被
対{ユ例症
側
側

側
側

験
照

験
照

被
対

被
対

{

{

2

3

臥らに共例3

第5日110mm234日

第6日136.5mm229目

第3日103.5mm236日

第5日135mm228日

i第5日108.5mm236日

第5日132.5mm229日

8日,7日 の差で被験側が対照側よりも

治癒が遅れている｡尚 創傷面積の拡大は全例に於て被験

側の方が小さい｡

e)Colistin吸 水軟膏

裂箏 替 その醸 治癒日数

側
側
験
照
被
対
{ー1飼症

側
側

側
側

験
照

験
照

被
対

被
対

～
{

ノ餐
{
匪
集

ウ
耐

Q
り

第4日103.5mm233日

第5日110mm229日

第4日99.5mm237日

第6日127.5mm231日

第5日100mm235日

第4日103mm229日

何れも4日,6日,6日 の差で被験側が対照側よりも治

癒が遅れている｡尚 創傷面積㊧拡大は3例 共に被験側が

対照側よりも小さい｡

9)FRM軟 膏

a)FRMソ ルペース

鰹 警 その醸 治細 数
側
側
験
照
被
対
{賦偵症

側
側

側
側

験
照

験
照

被
対

被
対

{

{

り
召

り
0

日

日

周

日

日
日
一

4

6δ

」4
5

3
3

第

第

第

第

第

第

80mm2
96mm2

80mm2
105mm2

75mm2
75mm2

32日

25日

32日

27日

29日

23日

3例 共 に3日,5日,6日 の差で被験側が対照側に比し

て治癒が遅れている｡尚 創傷面積の拡大は2例 は被験側

の方が拡大が小で,1例 は同じ大きさである｡



VOL.8NO.1 CHEMOTHERAPY 63

b)FRM白 色 ワゼ リン

創傷面積 その面積 治癒日数
最 大 日

症例・僑糊 菱娼}箋 認:

2{ 被 験 側 第5日120mm2

対 照 側123mm2第5日

3{ 被 験 側 第5日125mm2

対 照 側113mm2第4日

39日

37日

40日

36日

33日

28日

何れ も2日.4同,5日 の差で被験側が対照側に比 して

治癒が遅れている｡尚 創傷面積の拡大は著しく,2例 に

於て被験側が対照側 より小さく,1例 は大である｡

c)FRM親 水 ワゼ リン

創傷面積 その面積 治癒日数
最 大 日

お

　
m

m

m

m

20

32

¶
ニ
1

ヨ

ゑ
m

m

m

m

93

171

　

を
m

m

m

m

O4

20

¶
▲
¶
ム

日

日

日
一日

日

日

5

5

4

4

4

・4

第

第

第

第

第

第

側
側
験
照
被
対{1例症
側
側

側
側

験
照

験
照

被
対

被
対

{

{

9
召

0
り

34日

32日

32日

26日

25日

25日

症例1,2は2日,6日 の差で被験側が対照側よりも治

癒が遅れているが,第3例 は同じく25日 で治癒してい

る｡尚 創傷面積の拡大は3例 共に被験側が対照側より小

さい｡

d)FRM親 水軟膏

黎箏 替 その面積 治癒日数
ゑ

　
m

m

m

斑

12

20

ヱ

ー

ゑ

を
m

斑

m

m

11

19

¶
■
■
↓

を

り
の

m

m

蹴

斑

10

15

1

1

日
日

日
日

日
日

5
5

6
4

4
3

第
第

第
第

第
第

側
側
験
照
被
対{n伽症
側
側

側
側

験
照

験
照

被
対

被
対

{

{

2

Q
り

40日

33日

35圓

31日

38日
32日

3例 共に7日,4日｡6日 の差で被験側が対照側 よりも

治癒が遅れている｡創 傷面積の拡大は全例に於て被験側

が対照側 よりも小さい｡

e)FRM吸 水軟膏

裂㌘ 替 その醸 治癒日数

側
側
験
照
被
対{ユ例症
側
側

側
側

験
照

験
照

被
対

被
対

{

{

2

3

日
日

日
日

日
a

4
3

5
6

5
3

第
第

第
第

第
第

100mm2
128.5Mm2

118mm2
128mm2

108mm2
133.5mm2

日

日

ハ
O
R
)

3

9
嗣

日

日

FO
OO

nφ
2

日

日

-
乙
可
義

0
り
6δ

第1例,第2例 は8日,7日 の差で被験側が対照側より

も治癒が遅れているが｡第3例 は同日に治癒 している｡

尚創傷面積は3例 共に被験側が対照側よりも小さい｡

10)GRMN-」 軟膏

a)GRMN-Jソ ルベース

創傷面積
最 大 旧

日

日

日

日

日

日

5

2

3

4

・4
5

第

第

第

第

第

第

側
側
験
照
被
対
{虹飼症

側
側

側
側

験
照

験
照

被
対

被
対

{

{

2

6
δ

その面積 治癒 日数

82.5mm224日

82mm223日

90mm228日

94mm226日

80mm226日
88mm224日

創傷面積の拡大が何れも小さく,且2例 は被験側が対照

側より小であ り,1例 は僅かに大きい｡3例 共に1日,

2日,2日 の差で被験側が対照側よりも治癒が遅れてい

る｡

b)GRMN・-J白 色 ワゼ リン

創傷面積
最 大 日

日

日

日

日

一日
日

　

る

　

ら

　

　

第

第

第

第

第
第

側
側
験
照
被
対{n症
側
側

側
側

験
照

験
照

被
対

被
対

{

{

2

3

その面積 治癒 日数

115mm2

117.5mm2

105mm2

130mm2

113mm2

114mm2

'
34日

29日

28日

26日

301ヨ

27日

何れも5日,2日,3日 の差で被験側が対照側 よりも治

癒が遅れている｡尚 創傷面積の拡大はa)に 比 し著 しく

3例 共に被験側の方が対照側よりも小さい｡

c)GRMN-」 親水ワゼ リン

側
側
験
照
被
対{ユ例症
」倶
債

偵

側

験
照

験

照

被
対

被

灘

{

{

2

3

創 傷 面 積 そ の 面 積 治 癒 日数

最 大 日

第4日98mm231日

第5日126.5mm226日

第3日93mm233日

第5日105mm228臼

第4日101mm233日

第4日134mm229日

何れも5日,5日.4日 の差で被験側が対照側よりも治

癒がが遅れて居る｡尚 創傷面積の拡大は3例 共に被験側

が対照側よりも小さい｡

d)GRMN-J親 水軟膏

側
側
験
照
被
対{ユ例症
側
側

側
側

験
照

験
照

被
対

被
対

{

{

2

向δ

創傷面積
最 大 日

日

日

ぼり
ら

第

第

日
一日

4

3

第

第

日
↑日
一

6

7

第

第

その面積 治癒日数

135mm2
150mm2

125mm2
135mm2

142mm2
146.5Mm2

38日

29日

33日

30日

34日

28日

何れも創傷面積の拡大著明であるが.3例 共に被験側は

対照側に比 して拡大が小さい｡

9日,3日,6日 の差で被験側は対照側よりも治癒が

遅れて居る｡

e)GRMN-」 吸水軟膏
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症例・{難糊

2{ 被験側
対照側

3{ 被験側対照側

鍵箏 替 その醸 治癒日数

第5日133Mm234日

第5日153mm228日

第4日123.5mm231日

第6日129mm229日

第5日108mm234日

第4日140mm227日

何れも創傷面積拡大著明で創傷面湿潤す｡3例 共に被験

側は創傷面積の拡大が対照側よりも小さい｡共 に6日,

2日,7日 の差で被験側が対照側に比 して治癒が遅れて

居る｡

11)DHSM軟 膏

a)DHSMソ ルベース

創傷面積 その面積 治癒 日数
最 大 日

側
側
験
照
被
対
{ユ例症

側
側

側
側

験
照

験
照

被
対

被
対

{

{

2

0
」

第8日89Mm2'27日

第8日94.5mm225日

第4日75mm229日

第6日76、5mm227日

第5日75mm229日
第5日80mm226日

3例 共に2日,2日,3日 の差で被験側が対照側よりも

治癒が遅れて居る｡尚 創傷面積の拡大は僅かであるが3

例 共に被験側が対照側よりも小さい｡

b)DHSM白 色 ワゼ リン

創傷面積 その面積 治癒日数
最 大 日

側
側
験
照
被
対
{ユ例症

側
側

側
側

験
照

験
照

被
対

被
対

{

{

2

3

第4日123.5Mm240日

第3日136.5mm233日

第4日158mm239日

第4日156mm229日

第4日141mm239日

第4日132mm235日

何れもa)に 比 し創傷面積の拡大著明である｡1例 は創

傷面積の拡 りは被験側が対照より小であるが2例 は大き

い｡6日,2日,7日 の差で被験側が対照側より治癒が

遅れて居る｡

c)DHSM親 水 ワゼ リン

裂鯉 替 その醸 治癒磁

側
側
験
照
被
対
{ユ例症

側
側

側
側

験
照

験
照

被
対

被
対

{

♂雪
t

ウ
臼

3

日
日

日

日

日
日

4
4

4
4

4
4

第
第

第
第

第
第

113mm2
133mm2

108mm2

128.5Mm2

116mm2
113.5mm2

36日

31日

32日

28日

31日

26日

何れも5日,4日,5日 の差で被験側の治癒が対照側よ

り遅れている｡尚 創面積の拡大は2例 に於て被験側が対

照側より小であり,1例 が大である｡

d)DHSM親 水軟膏

裂蓼 替 その醸 治癒日数
R
H
日
　

　

　

第

第

日

日

11

11

第

第

日
日
　
　

第
第

側
側
験
照
被
対
{戯症

側
側

側
側

験
照

験
照

被
対

被
対

{

{

ウ
配

3

142.5mm245日

150.5mm237日

110mm243日

127.5mm239日

149mm250日

175.5mm243日

何れも創傷面積の拡大著 しく湿潤 している｡3例 共に被

験側が対照側よりも拡大が小 さい｡8日,4日,7日 の

差で何れも被験側が対照側 よりも治癒が遅れている｡

e)DHSM吸 水軟膏

創傷面積 その面積 治癒 日数

最 大 日

側
側
験
照
被
対{血症
側
側

側
側

験
照

験
照

被
対

被
対

{

{

9
β

ハ6

第6日132mm237日

第6日178.5mm231日

第5日145.5Mm236日

第51ヨ118.5mm231日1

第7日129.5mm241日

第8日175mm233日

何れ も創傷面積拡大著明で,3例 共に被験側は対照側よ

りも創傷拡大が小さい｡何 れも6日,5日,8日 の差で

被験側が対照側よりも治癒が遅れている｡

12)BTRC軟 膏

a)BTRCソ ルベース

創傷面積 その面積 治癒 日数

最 大 日

側
側
験
照
被
対
{収偵症

側
側

側
側

験
照

験
照

被
対

被
対

{

{

9
獅

6
δ

第3日85mm227日

第3日88mm224日

第5日84mm224日

第4日88mm221日

第6日90mm224日

i第5日95mm224日

何れも創傷面積の拡大は少ないが,3例 共に被験側が対

照側よりも拡大は小さい｡第3例 は同日に治癒している

が,第1例,第2例 は3日

よりも治癒が遅れている｡

,3日 の差で被験側が対照側

b)BTRC白 色 ワゼ リン

創傷面積 その面積 治癒日数
最 大 日

側
側
験
照
被
対{1例症
側
側

側
側

験
照

験
照

被
対

被
対

{

!{

2

0
り

日

日

日

日

日

日

5

5

6

5

.4
3

第

第

第

第

第

第

115mm2

123mm2

102mm2

122mm2

103mm2

110mm2

33日

29日

31日

27日

32日

29日

何れも4日,4日,3日 の差で被験側が対照側よりも治

癒が遅れている｡尚 創傷面積の拡大は3例 共に被験側が

対照側よりも小さい｡

c)BTRC親 水 ワゼ リン
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験
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図20L哲 吸 水軟 膏
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琶238TRC親71kワ ゼリン

O茎

創傷面積 その面積 治癒日数
最 大 日

第5日111mm231日

第4日112.5mm228日

・第5日124mm230日

第5日139.5mm228日

第5日107mm230日

第4日114.5mm225日

何れも3日｡2日,5日 の差で被験側が対照側 よりも治

癒が遅れている｡尚 創傷面積の拡大は3例 共に被験側の

方 が対照側より小さい｡

d)BTRC親 水軟膏

創傷面積 その面積 治癒 日数
最 大 日

側
側
験
照
被
対{収伽症
側
側

側
側

験
照

験
照

被
対

被
対

■ー
t

{

9
一

Q
り

日

日

日
　日

日

日

　

ノ　

　

る

　
り
　

第

第

第

第

第

第

110mm2
128.5mm2

1e7mm2
105mm2

115mm2
123.5Mm2

38日
31日

35日

29日

36日

30日

何れ も7日｡6日,6日 の差で被験側が対照側よりも治

癒が遅れている｡尚 創傷面積の拡大は2例 に於ては被験

側 は対照側よりも小 さいが,1例 は僅かに大きい｡

e)BTRC吸 水軟膏

2030 04

側
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験
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側
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験
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創傷面積 その面積 治癒 日数
最 大 日

日
」日

日
日

日

目

　り
　

　

　

　

　

第

第

第

第

第

第

118mm2
133.5mm2

127mm2

130mm2

124mm2

130mm2

37日

29日

34日

27日

29日

22日

何れも8日,7日,7目 の差で被験側が対照側 よりも治

癒が遅れている｡尚 創傷面績の拡大は3例 共に被験側が

対照側よりも小さい｡

図16,17,18,19,20,21,22,23,24,25はLM

軟膏,BTRC軟 膏の実験成績を示 したものである｡こ れ

は日々の創傷面積を縦軸の対数座標上にとり,日 数を横
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軸 に とつた半対数座標を図示 したもので,図1～15と

同様な熱傷面の治癒曲線を示すものである｡

考 捜

創傷1膿 皮症等日常数多 く臨床的に接する疾患に対 し

て,我 々は屡々経口的,或 は注射に依り抗生物質を投与

する事が多いが.谷 奥氏等の研究に.依ると,抗 生物質を

経 ロ的或は注射等に依 り投与 した場合の抗生物質濃度は

炎症皮膚組織濃度では一般に正常皮膚組織濃度より高い

が共に血清中の抗生物質濃度に比すると,之 に等しいか

或はこれ より低い｡之 に対 して抗生物質軟膏を炎症皮膚

に貼用した時の局所皮膚組織中の抗生物質濃度は全身投

与時の20～30倍 に達すると言われている｡こ の事実は

既に細菌感染を起している創傷面の治療,或 は新なる細

菌感染を起す恐れのある創傷面の治療上,抗 生物質軟膏

の意義を極めて有意ずけるものであると思 う｡又 その報

告では軟膏基剤の面から見た時,吸 水軟膏〉親水軟膏〉

ワゼリン〉 ソルベースの順に配伍 した抗生物質の局所濃

度は高 くなつているが,一 方ソルベース,ワ ゼリンに配

伍 し炎症皮膚に貼布した場合では抗生物質が皮膚に滲透

し易 くなつて居 り,吸 水軟膏,親 水軟膏を基剤とした抗

生物質軟膏 との差は縮められているとい う｡他 方抗生物

質軟膏の使用に際して基剤の肉芽組織に対する薬理的作

用を考えなければならない事は当然であるが,同 じ報告

の中で炎症皮膚組織の合水量を測定した結果では,対 照

75～78%,ワ ゼ リン74～76%,吸 水軟膏64～66%に

対 して,ソ ルベース貼用では48～53%と な り,ソ ルベ

ース貼用の場合は他のi基剤に比 し貼用皮膚組織の含水土量

の減少,即 ち乾燥化を来す｡

これは我々の火傷面に抗生物質軟膏を,或 は基剤その

ものを貼用した実験に於ても,計 測的にソルベースを基

剤 として貼用した場合と,ワ ゼ リン,親 水 ワゼリン,親

水軟膏,吸 水軟膏を基剤として貼用 した場合を比較 して

見ると,受 傷後より火傷面は約1週 間位迄の間は創拡大

が見られるが,ソ ルベースの場合は創面が乾燥 し創面拡

大が殆どないか,又 あつても僅かであるが,他 の基剤の

場合は著 しい創傷面の拡大傾向が見られ湿潤 していたこ

とが多い｡そ してこの創傷面の拡大はソルベース〉 白色

ワゼ リン〉親水 ワゼ リン〉吸水軟膏≒・親水軟膏の順であ

つた｡

この炎症の抑制更に乾燥化 とい う事は,細 菌の増殖,

又は新なる細菌感染を 抑制する重大な 要素であると思

う｡

しか し我 々の実験か らは受傷直後の創傷面の拡大に対

して抗生物質自身がこれを抑制する事実を掴むことは出

来ず,特 にPCに 於 てその 然るを見た｡即 ち抗生物質

は無菌性急性皮膚炎症に対しては,之 を抑制するとは言

えない｡

且我 々の実験成綾が示す如 くに,抗 生物質は何れも肉

芽組織の増殖を抑制するが,こ の抑制度は抗生物質の問

に於ては差異は明でないが,軟 膏基剤の間では明かにそ

の差異を認め得た｡即 ちソルベース〉自色ワゼリン〉親

水 ワゼ リン〉吸水軟膏≒親水軟膏の順に抑制度が低い｡

以上の事実から考えた時,抗 生物質軟膏療法では血中

濃度の上昇如何は問題ではなく,炎 症皮膚組織,潰 瘍部

の局所濃度の上昇に依 り,創 傷治癒を遷延せ しめる細菌

感染を撲滅し,或 は新なる細菌感染を防止するのが 目的

であり,そ の為に軟膏配伍の抗生物質の濃度が比較的低

くても,炎 症皮膚並に潰瘍部の局所濃度は充分高められ

る事は谷奥氏等の報ずる所であ り,且 又我 々の実験で抗

生物質が肉芽組織の増殖を掬飼するとい う結果からして

も,高 濃度であればその肉芽組織の増殖に一層悪影響を

与えるであろうとい う事は想像され,配 伍する抗生物質

を不必要に高濃度に しない事,又 基剤として最 も肉芽組

織に対して抑制度の低いソルペースが適 していると考え

られる｡更 にソルベースの肉芽組織に対する乾燥化 と云

う優れた薬理学的性質から見てもソルベースの適応性が

認められ る｡

結 論

1)実 験 に使用 した12種 の抗生物質は基剤の如何を

問わず創傷治癒を抑制する｡

2)こ の抑制度は12種 の抗生物質の間では差異は見

られないが,そ の基剤の間に於ては明かに相違が見 られ

る｡即 ちソルペース〉白色 ワゼリン〉親水ワゼ リン〉吸

水軟膏≒親水軟膏の順に抑制度が低い｡

3)火 傷面は受傷後より1～7日 間創傷面が拡大する

が,白 色ワゼ リン,親 水ワゼ リン,親 水軟膏,吸 水軟膏

に比して,ソ ルペースは殆 ど創傷面の拡大が見 られない

か,又 見 られても僅かであり,創 傷面は一般に乾燥清潔

である｡之 に反 して吸水軟膏,親 水軟膏は創傷面の拡大

が多くの場合著しく且湿潤 し,臨 床的にも潰瘍面に貼用

する事の多い抗生物質軟膏の基剤 としては不適当に思 う｡

以上より抗生物質軟膏のi基剤としてはソルペース〉白

色ワゼリン〉親水 ワゼ リンの順に適 していると結論 した

いo
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